平成15年度　第２回　アナログ２種　技術科目

  端 末 設 備 の 接 続 の た め の 技 術 
第1問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
(1)　図はシンセサイザ方式のPB信号発振回路のブロック図を示したものである。図の低群周波数及び高群周波数のパルスは、（　ア　）で階段状の擬似正弦波に変換される。　　　　　　　　(4点)
	　①　プログラマブル分周器　　②　キーデコーダ　　③　直・並列変換回路

　④　D／A変換機　　　　　　⑤　出力回路
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　(2)　電子式ボタン電話装置では、一般的に、通話路に時分割通話路を採用している。時分割通話路は、二つのスイッチから構成され、そのうちの一つは、入ハイウェイ上のタイムスロットを出ハイウェイ上の任意のタイムスロットに入れ替えるスイッチであり、（　イ　）といわれる。　　　(4点)
	　①　空間スイッチ　　②　時間スイッチ　　③　高速スイッチ　　④　集線スイッチ


(3)　電子式ボタン電話装置の電話機に用いられている抵抗ブリッジ形防側音回路について述べた次の二つの記述は、（　ウ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
　　A　ブースタ形防側音回路と比較して、直流阻止用コンデンサがないため、低周波領域での防側音特性が優れている。

　　B　ホイーストンブリッジ回路の2辺に低抵抗を用いて側音を平衡させる方式を採っており、通話回路の低電圧動作を可能にしている。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


　(4)　小電力形コードレス電話機は、複数の通話チャネルのうち、1チャネルを使用して通話を行うが、他の無線設備やコードレス電話機との混信による通信上の不都合を防止するため、空きチャネルを自動的に検出する（　エ　）という機能を持っている。(4点)
	　①　プレセレクション　　②　キャリアセンス　　③　トールセーバ　　④　ホットライン


　(5)　1回線電子式ボタン電話装置の機能について述べた次の二つの記述は、（　オ　）。　　　　(4点)
　　A　1回線電子式ボタン電話装置には、火災センサ、防犯センサ等の動作と連動するセキュリティ機能を有するものがある。

　　B　1回線電子式ボタン電話装置には、外線と通話中に自動転送機能を用いて他の内線電話機を呼び出すことにより、通話中である外線を転送できるものがある。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


第2問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
(1)　図－1に示すアナログ伝送路に接続するデジタル形ボタン電話装置の回路構成図において、図中のBは、（　ア　）といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　発振回路　　②　データ送受信回路　　③　コーデック　　④　ハイブリッド回路
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(2)　電子式ボタン電話装置の電源回路に使われている突入電流防止回路は、電源スイッチを閉じたときの大きな電流による電源スイッチの接点の溶着や、平滑用の（　イ　）の劣化を防止している。

(4点)
	　①　コンデンサ　　②　バリスタ　　③　スイッチングレギュレータ

④　抵　抗　　　　⑤　コイル


(3)　電子式ボタン電話装置では、一般に、各種の制御にマイクロプロセッサを使った（　ウ　）制御方式が用いられており、通話路のスイッチング素子としては半導体が使用されている。　　(4点)
	1 フロー　　②　ウインドウ　　③　オーバーレイ　　④　蓄積プログラム　　⑤　バッファ


　

(4)　大規模な電子式ボタン電話装置では、一般に、即時性を必要とする処理を（　エ　）順位により幾つかに区分し、その区分に従って処理する方式を採っている。　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　ふくそう度合　　②　所要時間　　③　到　着　　④　優　先


　(5)　図－2に示す電子式ボタン電話装置の衝突防止回路において、着信時、交換機による外線の極性反転によって（　オ　）導通状態になると、サブCPUへ着信情報が送出される。されに、その情報がメインCPUへ伝送されて、メインCPUは外線使用中と判断する。　　　　　　　　　(4点)
	　①　D2、D4　　②　D3、D5　　③　PC　　④　I／Oゲート
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第3問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
　(1)　ITU－T勧告V.24（JIS　X　5101）で規定されるデータ回線終端装置（DCE）とデータ端末装置（DTE）間の100シリーズ相互回路において、送信可（CS）は、ON状態で、（　ア　）をDTEへ示す回路である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　相手端末の応答　　　　　②　相手端末からの着呼　　③　転送データの送信不可能

　④　転送データの送信可能　　⑤　データ転送開始のための制御信号授受可能


(2)　手動発信自動着信形の網制御装置（NCU）を内蔵した電話機を使用しているとき、データ端末装置（DTE）は、送受信準備が完了しているとNCUに（　イ　）を送出する。これより、電気通信回線はNCU内でDTE側に切り替えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　相手側接続完了（DSC）　　②　送信要求（RS）　　③　選択信号（SS）

　④　回線接続命令（CML）　　　⑤　データセットレディ（DR）


　(3)　エラー訂正プロトコルとして、モデムに広く実装されている代表的な手順には、ITU－T勧告V.42に規定されているLAPMのほか、（　ウ　）がある。　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　ベーシック　　②　LAPD　　③　MNP　　④　ATコマンド　　⑤　DSU


(4)　ファクシミリ呼の制御手順はITU－T勧告T.30規定されており、フェーズA～フェーズEの五つに分けられ、さらに、フェーズCはC1とC2の二つのフェーズに分けられている。このうち、フェーズ（　エ　）の内容は、同期、エラー検出、訂正、伝送路の監視などを行う手順がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　A　　②　B　　③　C1　　④　C2　　⑤　D　　⑥　E


　(5)　 ファクシミリにおける同期とは、送信走査と受信走査の画素の位置を常に一致させることであり、その一つに、走査の（　オ　）を一致させる回転同期がある。　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　速　度　　②　磁束密度　　③　開始点　　④　線密度　　⑤　振　幅


第4問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (小計20点)
(1)　ボタン電話装置の設置工事終了後に行う機能確認試験のうち、発信に関する試験では、発信音及び（　ア　）の聴取並びに外線の使用状況を示すランプの点灯状態を確認する。　　　　　　(4点)
	　①　保留音　　　②　催促音　　　③　トーンリンガ音　　④　呼出音

　⑤　ベル鳴動　　⑥　応答信号　　⑦　通話状態　　　　　⑧　選択信号


　(2)　保安装置に使用する3極避雷管は、（　イ　）製の管にアルゴンガスが封入されており、雷サージ電圧が加わると放電を行い、過電流を大地へ逃がす機能を持っている。(4点)
	　①　アルミニウム　　②　セラミック　　③　カーボン

④　硬質ビニル　　　⑤　ステンレス


(3)　屋内線の配線材料であるフラットプロテクタは、屋内線を床面に配線するとき、主に、（　ウ　）的な防護に用いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　機　械　　②　耐　水　　③　耐　熱　　④　電　気　　⑤　遮へい　　⑥　絶　縁


　(4)　電子ボタン電話装置において、停電時の外線通話を確保するために用いられる電池には、一般に、十分な電流容量が得られ、補水等のメンテナンスを必要としない（　エ　）が使用されている。

 (4点)
	　①　マグネシウム電池　　②　リチウム電池　　　③　アルカリ蓄電池

④　密閉形酸化銀電池　　③　シール鉛蓄電池


　(5)　加入者回路に発生するパルス幅の小さい回線雑音による電話機のダイヤル信号の乱れやダイヤルメモリ消去の誤動作防止対策として、ダイヤルICのリセット端子と直流電源低圧側端子の間及びダイヤルIC直流電源の高圧側端子と低圧側端子の間にそれぞれ（　オ　）を挿入する方法がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　コイル　　②　抵抗器　　③　ダイオード　　④　コンデンサ


第5問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
　(1)　ある回線群において、20分間に運ばれた呼数が240呼、その平均回線保留時間が100秒であった。この回線群で運ばれた呼量は、（　ア　）アーランである。 　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　1.3　　②　7.2　　③　8.3　　④　20.0　　⑤　48.0


(2)　最繁時集中率がPパーセント、最繁時呼数がC呼のとき、一日中の呼数は、（　イ　）呼となる。

 (4点)
	　①　C×P　　　　　　　②　C÷（100－P）　③　C×P÷100

　④　C×（100－P）　　⑤　C×100÷P


(3)　ある28回線の回線群について使用状況を9時00分から9時40分までの間調査した。その結果、9時00分から9時20分までは18回線が連続して使用されていたが、その後は使用されなかった。9時00分から9時40までの40分間における呼数は、（　ウ　）アーランである。　　　 (4点)
	　①　6.0　　②　9.0　　③　12.0　　④　14.0　　⑤　18.0


(4)　ある回線群で運ばれた呼数がacアーラン、呼損率がBのとき、この回線群に加わる呼量は、（　エ　）アーランである。(4点)
	　①　
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(5)　任意の入回線に生起した呼が、出回線が空いている限り必ず出回線に接続できるという交換線群は、（　オ　）線群といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (4点)
	　①　不完全　　②　独　立　　③　完　全　　④　う　回　　⑤　保　全


解答

第１問（ア）④　（イ）②　（ウ）③　（エ）②　（オ）③

第２問（ア）③　（イ）①　（ウ）④　（エ）④　（オ）③

第３問（ア）④　（イ）④　（ウ）③　（エ）③　（オ）①

第４問（ア）④　（イ）②　（ウ）①　（エ）⑤　（オ）④

第５問（ア）④　（イ）⑤　（ウ）②　（エ）②　（オ）③
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